
 

 

 

 

２０１９年６月3日発行 

 

  あじさいの花が少しずつ色づきはじめ梅雨の気配を感じる季節となりました。 

 園庭では、朝から子どもたちの元気いっぱいの声が響きわたり、毎日子どもから 

元気のパワーをもらっています。日中は暑い日が続いていますので細めな水分補給 

をしたり、適度な休息をとりながら体調管理に気をつけて過ごしていきたいと思い 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イートンだより ちゅうりっぷ組 

 

保育園生活にもすっかり慣れ、安心して一人遊びを楽しむ姿も見ら

れています。保育士が絵本を読みはじめると興味を持って近づいて見

たり、手遊び歌では、手をパチパチたたいたり、身体を揺らしてリズ

ムをとるかわいい姿が見られています。また、行動範囲も広がり、ず

りばいやはいはい、伝い歩きなどの探索活動を楽しんでいます。暖か

くなってきているので、お散歩にも出かけていきたいと思います。 

 

 

 

 

≪お知らせ≫ 

汗をかくので、着替えの補充をお願いします。また、持ち物には、名

前の記入をお願いします。 

ばら組 

 

 

                        

 

ばら組になり早、２ヵ月が経ちました。朝の登園時、保護者の方と離れ

る時に、泣けてしまう姿もみられますが、自分で好きな遊びを見つけたり、

保育士が遊びに誘ったりすると、涙も止まり友だちや保育士と笑顔で過ご

す事ができるようになってきました。最近絵本を読んでもらうことを楽し

みにしている子どもも多く、知っている動物が出てくると「あっ！あっ！」

と指さしで教えてくれたり、「にゃんにゃん」や「ぞうさんおった」など

言葉で知らせてくれるようになり、言葉のやりとりを楽しんでいます。子

どもたちは、お気に入りの絵本があると繰り返しページをめくってみた

り、保育士に「読んで」と持ってきたりします。気持ちを受け止め繰り返

し読むことで、言葉が増えたり、想像力がついてきます。スキンシップの

一つにもなるため、お家の方でも入眠前やお休みの日など読んでみてくだ

さいね。 

 
≪お願い≫ 

名前なしの持ち物が増えています。お友だちも増えているため、衣服やビニール

袋、靴全ての持ち物に名前の記入をしてください。ご協力よろしくお願いします。 

お願い・お知らせ 

・６月より新しいお友だちが６名 

仲間入りし２５９名となります。 

・6 月１２日（水）は全園児対象 

の集団歯科検診が午前中ありま 

す。欠席されると、直接園医 

（はなふさ歯科）へ受けに 

行っていただくようになります。 

・7 月６日（土）夕べのつどいで 

のボランティアを募集します。 

 参加対象年齢は高校生以上。 

時間は、１７時～１８時３０分。 

 詳細につきましては、事務所に 

お問い合わせください。 

 

6月４日～１０日は歯と口の健康習慣 

6月４日～１０日は「歯と口の健康習慣」です。歯は、わたしたちが生きていく

上でとても大切な働きをしています。歯でしっかり噛むことによって食べ物を細

かく砕き、消化・吸収をよくするなどの役割があります。健康な体で過ごすため

に、子どもの時から健康な歯と口を保つようにしていきましょう。 

  

 

 

7月行事予定 

7/６（土）…夕べのつどい 

（１７：００～１８：３０） 

７/８．２２（月）…英語教室 

（すみれ組以上） 

７/１０（水）…プール開き（予定） 

７/１１．１８（木）…プール教室 

          （あじさい組） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくら組 

すみれ組 

 

 

＜さくら１組＞ 

 水筒のふたを、自分で開けて上手にお茶を飲んでいます。また、水筒や手拭きタオルな

どを自分でかばんの中に入れられるようになってきています。しっかりと休憩を取りなが

ら、園庭で遊んだり、『パプリカ』や『エビカニクス』などのダンスを踊ったり、草花遊

びを楽しんでいます。 

 

＜さくら２組＞ 

 いつも元気いっぱいのさくら２組さん。自分のパジャマや水筒をよろこび、「これ〇〇

の！」と言い、自分で着ようとしたり、開けて飲もうとしたりしています。おもちゃでも、

自分のお気に入りを見つけて楽しそうに遊んでいます。5 月の壁面制作で、『ことり』を

作ったことを覚えていて、『ことりのうた』を歌ったり、絵本で『ことり』を見たりする

と、「おめめかいた」とはなしてくれます。 

 

＜さくら３組＞ 

 戸外遊びが大好きなさくら３組さん。元気いっぱい遊んだ後は、自分で水筒のお茶を飲

んで大満足です。保育士だけでなく、お友だちとのかかわりも多く見られるようになって

きています。一緒の遊びを楽しんだり、困っているお友だちに声をかけたりすることがで

きています。一人ひとりが発す言葉が、増えてきて、いつもにぎやかな保育室で楽しく過

ごしています 

＜たんぽぽ１組＞ 

毎日、園庭に出て三輪車や砂場、ボール遊びを楽しんでいる子どもたち。一人ひとり

が好きな遊びを見つけて楽しむ中で、少しずつ友だちとの関わりが見られるようになっ

てきました。関わりが増えていく中で、「何て言ったらいいんだろう？」とまだまだ戸

惑う姿も見られますが、少しずつ自分の気持ちを伝えたり、「一緒に遊ぼう」と自分か

ら誘ったりすることができるようになってきています。少しずつ集団での遊びも楽しみ

ながら、友だちと一緒に遊ぶことの楽しさを感じられるようにしていきたいと思いま

す。 

 

＜たんぽぽ２組＞ 

 「今日は粘土しようかなぁー」と言うと「やったー」「粘土する」と大喜びのたんぽ

ぽ２組さん。ちぎって、のばして、丸めてと色んな物を作って楽しんでいます。簡単な

ルールがある椅子取りゲームも大好きで、いつ曲が止まるか耳を澄ませながら歩いた

り、座れなかった時でも泣かずに友だちの応援をしたりして楽しめています。 

 

＜たんぽぽ３組＞ 

 室内では文字の積み木やブロックを使って、立体にくみ立てて遊んでいます。外遊び

では、草花を使っておままごとをすると、おいしそうなプレート料理を振る舞ってくれ

ます。どの遊びでもお友だちを誘って、様々に遊びが発展し、保育士が思いもよらない

ような楽しそうな遊びをしています。 

＜すみれ１組＞ 

 天候や自然の移り変わりに季節の変化を感じている子どもたち。 

時期の野菜や自然をより身近に感じられるように 5 月に苗植えを行いました。 

日々の水やりに行く中で、小さな苗が少しずつ大きくなる様子を見たり、畑にいる

虫を見つけたりするのが楽しみな子どもたち。「先生、見てみて」と喜びを共感し

てくれています。また、すみれ組になり自分で出来ることが増えた子どもたち、水

筒の後始末やベッドの片付け等「自分で出来るよ」と友だち同士力を合わせて日々

を過ごしています。今後も自分で出来る機会を増やして、子どもたちの自信につな

げていきたいです。 

 

＜すみれ２組＞ 

 すみれ２組は朝の園庭遊びでたくさん汗をかきながら毎日元気に過ごしていま

す。 

“当番活動”では給食の前に机を拭いたり、いただきますの挨拶をしたりします。 

「今日は僕がお当番なんだ」「私が机を拭くんだよ」とやる気を持って取り組んで

います。皆の前に立って言葉を発することに抵抗があったり、恥ずかしくて話が出

来ない子どももいましたが、だんだん自信がついてきました。これからも色々な機

会を作り話すことが出来るように子どもたちと過ごしていきたいです。 

あじさい組 

 
・当番活動が始まり、朝グループごとに分かれて廊下の雑巾がけ、靴箱の掃除、

畑の水やりを行っています。去年から少しずつ当番活動をしている子どもたち

は「今日は何の当番かな？」と自ら進んで行う姿が見られています。掃除が終

わると「疲れた」と言いながらも「ピカピカになって気持ちいいね」「明日も

頑張ろう」と友だち同士で話をし、畑では「大きくなーれ」「収穫が楽しみだ

ね」と苗が大きくなる様子を観察し、当番活動を経験することで、掃除の大変

さや野菜の生長の楽しさなどいろいろな思いを感じているようです。 

また、天気のいい日は外に出てしっかり体を動かして遊ぶ姿があり、友だち

同士の関係もぐっと深まっています。保育士が介入しなくても子どもたちだけ

で遊びを進めたり、ルールを決めたりすることもできるようになり、どうやっ

たら勝てるのか、勝つためにはどうしたらいいのかなど考えて工夫することも

増えています。生活や遊びの中で、どんどんできることが増え、子どもたちの

頼もしさに嬉しくなる今日この頃です。「自分たちの生活」を子どもたちが主

体となって進めていくことができるよう、子どもたちに任せる時間を作りなが

ら、見守っていきたいと思います。 

 
 

 

 


